
機能の目標設定から始めるロボット介護機器の設計方法を提案 

・ 介護者不足などの課題を解決するロボット介護機器の開発促進への貢献に期待 

 

■ 概  要 ■ 

名古屋大学大学院工学研究科の 山田 陽滋 教授は、産業技術総合研究所（以下「産総研」という）

ロボットイノベーション研究センター、一般財団法人日本品質保証機構、株式会社アプライド･ビジョン･シ

ステムズ、愛知医科大学、一般財団法人日本自動車研究所、独立行政法人労働者健康安全機構労働

安全衛生総合研究所、一般社団法人日本福祉用具評価センター、一般社団法人日本ロボット工業会、

一般社団法人日本福祉用具・生活支援用具協会と分担して、「ロボット介護機器開発ガイドブック」と関

連文書を作成し、9 月 10 日より介護ロボットポータルサイト（http://robotcare.jp/）で無償配布を開始し

た。 

本ガイドブックは、ロボット介護機器の開発者を主たる対象としてロボット介護機器を開発するための

安全設計・試験法、被介護者や介護者の生活機能の目標を含めた設計方法などを体系的にまとめた文

書である。ガイドブック本体に加えて、「ロボット介護機器開発のための安全ハンドブック」、「ロボット介護

機器実証試験ガイドライン」、「倫理審査申請ガイドライン」、「ロボット介護機器開発導入指針」からなる

関連文書も同時に公開する。これらの文書がロボット介護機器の開発現場で利用されることで、より安

全で有効なロボット介護機器の開発が促進され、被介護者の自立支援や介護者の不足といった介護現

場における課題の解決の一助となることが期待される。 

     は【用語の説明】参照 
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図 3 ロボット介護機器の開発の V 字モデル 

 

以上に加えて、本ガイドブックではロボット介護機器の各重点分野の標準規格の策定状況、ロボットを

開発・導入する際の指針を記載している。 

 

（2）関連文書 

1）ロボット介護機器開発のための安全ハンドブック 

ロボット介護機器開発のための安全ハンドブックは、機器の安全性を検証する手法をまとめたもので

ある。リスクアセスメントの実施方法の詳細、ロボット介護機器への生活支援ロボットの安全要求（ISO 

13482）の適用事例、安全性評価項目、電気安全、EMC、ペースメーカーへの影響の確認手法、安全制

御回路の評価ガイド、腰部装着型機器の腰部負担の基準、人体接触時の機械的刺激に関する評価基

準、総合停止性能試験、非装着型移動支援機器の安定検証試験、屋外移動支援機器の安定検証試験

などからなり、付属書と合わせて 450 ページの文書である。 

本ハンドブックは、重点 5 分野における 8 種類のロボット介護機器を開発する事業者が、ロボットの安

全設計、安全検証計画立案、安全試験までの一連の流れを進めるための文書である。ロボットの安全

設計は、リスクアセスメントに基づき、許容できないリスクに対しては開発者が防護方策を施し、防護方

策を施した後に残った残留リスクに対しては使用者が運用による防護方策を取る。以上のリスク低減プ

ロセスの詳細とリスク低減効果の再評価の例を図 4 に示す。 

安全検証計画と安全試験については、さまざまなロボット介護機器における 20 以上の項目に関する

安全試験方法や検証方法を掲載した。例えば、屋外移動支援機器は、下り坂で速度を抑える機能を備

えていることが多いが、この機能を備える機器が安全上求められている要求事項の範囲にあるかどうか

を試験する必要がある。そこで本ハンドブックでは、下り坂での速度の上昇によって介護者や被介護者

が危害を受けないような機器の開発を実現できるよう、屋外移動支援機器の斜面における速度抑制効

果の試験方法と試験装置を掲載している（図 5）。これは、ロボット介護機器特有の安全試験方法の例で

あり、これらと併せてロボット介護機器にも応用可能な安全試験方法についても記載している。 
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2）ロボット介護機器実証試験ガイドライン、倫理審査申請ガイドライン、ロボット介護機器開発導入指針 

ロボット介護機器実証試験ガイドラインは、ロボット介護機器の開発プロセスにおける実証実験の位

置づけや実証試験で明らかにすべきこと、実証試験の進め方などについてまとめている。また、実証試

験をスムーズに進行するための具体的なポイントについても列挙した。 

倫理審査申請ガイドラインはロボット介護機器の実証試験をするための倫理審査申請の準備、被験

者保護などの留意すべき事項、実証試験の計画・実施に関する要領をまとめた。ロボット介護機器開発
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◆EMC 

電磁両立性（electromagnetic compatibility；EMC）とは、電気・電子機器から発する電磁波が他の機器

に対して影響を与えず、また他の機器からの電磁妨害を受けても自身も満足に動作する耐性のこと。 

◆屋外移動支援機器 

高齢者などの外出をサポートし、荷物などを安全に運搬できる歩行支援機器。 


